
  
 
 
 

「学校に行きたくない」って言うのも、「学校に行かない」のも 

勇気がいることなんだ。 

だから、勇気をだして「行きたくない」と言ったとき 

「行きなさい」じゃなくて「どうしたの？」って聞いてほしい…。 

 うまく言えないかもしれないけど、理由があるんだ。 

だれが悪いわけでもないんだよ。 

 
                        厚木市障害者協議会  

一貫した子育て・療育支援プロジェクト 

学校に行きたくないって、言ってもいいのかなぁ… 



子ども達は、「不登校」という行動で、「困っている」を教えてくれています。 

複雑なこころの悩みを解決していくことですもの、時間がかかります。 

ひとりで抱えるのは、誰だってくるしい。 
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ママ友 

C ゆいはあと 

お友達 

D 親の会 

同僚・先輩 

スクールカウンセラー 

民生委員・主任児童委員 

お医者さん 

相談支援事業所 

塾・習い事の先生 

お世話になった園の先生 

A 青少年 

教育相談センター 

放課後等デイサービス 

学校の先生 

あのひと♡♡♡ 

支援の仲間って、案外いっぱいいるかも。 

「わたしの仲間」を見つけてみよう。 

A 青少年教育相談センター  046-221-8080（保護者から） 

                    046- 223-6693（お子さんから） 

B 療育相談センター「まめの木」  046-225-2252 

C 厚木市障がい者基幹相談支援センターゆいはあと 046-225-2904 

D 厚木市自閉症児者親の会  BeeFree（不登校児童生徒の保護者交流会） 

 

相談するところって、案外いっぱいあるかも。 

「わたしの相談先」を見つけてみよう。 

家族・親族 

B まめの木 


